
学校統合に向け、準備する項目は多岐にわたりますが、下記（図2-1）のような過程を経て、
丁寧に一つひとつ協議し、項目・内容を「決定」しながら前に進めています。（東西委員会共通）
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村山市は、歴史的にも地理的にも、最上川をはさんだ東西で、一定の地域のまとまりを
作ってきました。統合の年次も、東部は令和11年4月、西部は令和10年4月の予定です。
このことを受け、「統合準備委員会」も、東西それぞれで設置することとし各種準備を進

めています。
統合後の「未来の学校」の形は、子どもたち・市民・教職員・行政・関係者などが広く参

画することで、学ぶ幸せが感じられる“学校”が形づくられると考えています。いろんな面で
いい学校を目指し、前向きにプラス思考で、夢や想いを語り合いながら準備を進めています。

準備委員会では、基本的に全ての案件について検討し、
《総合教育会議》で（案）を決定する、というプロセスを経ます。
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最終決定に至るプロセス
のなかで、必要に応じ、
議会への説明・協議、
関係団体・関係者との話
し合い、アンケートの実
施など、適宜、調整・説
明・話し合い等をしなが
ら進めます。

（但し、内容により「報告」
のみの項目もあります。）

部会ごとに協議
部会（案）の作成

準備委員会（案）
協議～決定

教育委員会（案）決定

【作業班】
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※【総合教育会議】
平成26年の改正地方教育行政法で新設

された、市長と教育委員会という対等な
執行機関同士の「協議・調整」の場。
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を心掛けます
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№ カテゴリー 氏 名 所属団体等 所属部会

1

地域代表

鈴木 悟
楯岡元気なまちづ
くり協議会長

総 務

2 日塔 和好 楯岡地域代表 地域連携

3 工藤 和典 西郷地域代表 総 務

4 鈴木 司
大倉地域元気な街
づくり協議会

校舎整備

5 富樫 裕幸
袖崎地域市民セン
ター長

地域連携

6 永井 雄大 袖崎地域代表 総 務

7

学校保護者

金森 成裕
楯岡小学校保護者
代表

総 務

8 黑沼 洋
西郷小学校保護者
代表

学校運営

9 松田 英之
袖崎小学校保護者
代表

校舎整備

10 佐藤 政史
楯岡中学校保護者
代表

地域連携

11

認定こども
園等代表

奥山 博貴
楯岡幼稚園保護者
代表

校舎整備

12 粟野 恭介
しょうよう保育園
保護者代表

校舎整備

13 矢萩 好彦
輝認定こども園保
護者代表

学校運営

14 鈴木 立
ひばり保育園保護
者代表

地域連携

15 齋藤 浩太
西郷認定こども園
保護者代表

学校運営

16 八鍬 瑞穂
ふたば袖崎保育園
保護者代表

学校運営

17

小中学校
代表

井上 敏春 楯岡小学校長 教育課程

18 佐藤 淳 西郷小学校長 教育課程

19 髙橋 郁子 袖崎小学校長 教育課程

20 加藤 淳一 楯岡中学校長 教育課程

未来の「ひと・まち・しあわせ」を育む

№ カテゴリー 氏名 所属団体等 所属部会

1

地域代表

奥山 陽介 大久保地域代表 校舎整備

2 石川まゆみ 冨本地域代表 地域連携

3 青栁 孝雄
村山戸沢まちづくり
協議会長

総 務

4 佐藤 紀彦 大高根地域代表 校舎整備

5

学校保護者

佐藤 喬一
大久保小学校PTA会
長

地域連携

6 小林 陽介 冨本小学校保護者 学校運営

7 青柳 悠平 戸沢小学校保護者 総 務

8 井上結香子 富並小学校保護者 学校運営

9 伊藤 真司
葉山中学校PTA副会
長

校舎整備

10
認定こども
園代表

奥野 直樹
はやま認定こども園
保護者

学校運営

11 黒沼 梢
認定こども園ふたば
大高根保育園保護者
代表

地域連携

12

小中学校
代表

尾﨑 惣 大久保小学校長 教育課程

13 鈴木 郁子 冨本小学校長 教育課程

14 髙橋 文明 戸沢小学校長 教育課程

15 工藤 美紀 富並小学校長 教育課程

16 早坂 智 葉山中学校長 教育課程
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◆統合準備委員会の委員 ～東部20名/西部16名で組織～【表2】
統合準備委員

（名簿）

～R7年度～

先月号でお知らせした統合準備委員会ですが、東西の関係地域から推薦していただき、
東部は20名、西部は16名の委員の方々に就任していただいております。なお、委員長・副
委員長は、下記の方々が、互選で選出されました。
【東部】委員長：鈴木 悟さん 副委員長：黑沼 洋さん、八鍬瑞穂さん
【西部】委員長：青栁孝雄さん 副委員長：佐藤喬一さん

西部（葉山中学校区） 東部（楯岡中学校区）

〇全委員が「5つの専門部会」に所属し、丁寧に協議

協議項目は多岐にわたりますが、現在約60の項目
について、5つの部会に分かれ協議しています。
「作業班原案→専門部会協議→準備委員会全体会協議
→教育委員会議→市総合教育会議」というプロセスを
経て、一つ一つ決めていきます。（表の図１参照）
委員の方々には、各専門部会に所属していただき、

丁寧に協議しながら進めています。

一方で「期限」との兼ね合いもありますので、そ
こも調整しながら進めるようにしています。
なお、ご意見がある方は、事務局や委員の方々あ

てにお願いできればと思います。

[発行] 村山市教育委員会 学校教育課・学校統合推進室 ℡：0237-55-2111（内329）M


